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津山（応募 93人、正解 91人）

　
も
う
す
ぐ
お
正
月
。
お
正
月
と
い
え
ば
初
詣
。
初
詣
と

い
え
ば
神
社
で
し
ょ
う
か
。
神
社
は
全
国
各
地
に
存
在
し
、

津
山
市
内
に
も
数
多
く
の
神
社
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元

の
人
々
に
よ
っ
て
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
津
山
市
街
地
は
神
社
が
集
中
す
る
、
全
国

に
類
の
無
い
珍
し
い
地
域
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
美
作
一
宮
の
中
山
神
社
、
同
じ
く
二
宮
の

髙
野
神
社
、
総
社
宮
、
鶴
山
八
幡
宮
、
津
山
城
下
町
の
総

鎮
守
徳
守
神
社
と
い
う
、
国
・
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
巨
大
な
本
殿
が
、
直
径
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
に
集
中
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
５
棟
の
本
殿
は
い
ず
れ
も
「
中な

か

山や
ま

造づ
く
り」
と
呼

ば
れ
る
様
式
の
建
物
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

今
回
は
こ
の
「
中
山
造
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
中
山
造
」
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
中
山
神
社
を
基

本
の
形
と
す
る
建
築
様
式
で
す
。

　
戦
国
時
代
、
天
文
２
年
（
１
５
３
３
）
に
出
雲
（
現
在

の
島
根
県
）
の
戦
国
大
名
尼あ

ま

子こ

晴は
る

久ひ
さ

が
美
作
へ
攻
め
て
き

た
時
、
地
元
の
武
装
集
団
が
中
山
神
社
に
立
て
こ
も
っ
た

た
め
、
晴
久
は
や
む
を
得
ず
火
を
放
ち
、
敵
方
を
追
い
払

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
26
年
後
、
永
禄
２
年

（
１
５
５
９
）
に
晴
久
自
身
が
再
建
し
た
の
が
、
現
在
も

残
る
中
山
神
社
本
殿
で
、「
中
山
造
」
最
古
の
例
で
す
。

　
「
中
山
造
」
の
構
造
は
「
方ほ

う

三さ
ん

間げ
ん

（
幅
・
奥
行
と
も
に

柱
と
柱
の
間
が
三
つ
）、

入い
り

母も

屋や

造づ
く
り、
妻つ

ま

入い
り

（
屋

根
の
三
角
形
の
部
分
が

見
え
る
側
に
入
口
が
あ

る
）、
唐か

ら

破は

風ふ

造づ
く
り

の
向こ

う

拝は
い

」
と
説
明
さ
れ
ま
す

（
写
真
１
）。
こ
れ
は
島

根
県
の
出
雲
大
社
に
代

表
さ
れ
る
「
方ほ

う

二に

間け
ん

（
幅
・
奥
行
と
も
に
柱

と
柱
の
間
が
二
つ
）、

切き
り

妻づ
ま

造づ
く
り、

妻
入
」
と
説

明
さ
れ
る
「
大た

い

社し
ゃ

造づ
く
り

」

の
発
展
形
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　
「
中
山
造
」
と
「
大
社

造
」
の
様
式
的
な
類
似

は
、「
中
山
神
社
」
本
殿

を
再
建
し
た
尼
子
晴
久

が
「
出
雲
」
の
戦
国
大

名
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
残
る
４
棟
の
本
殿
は
、
総
社
宮
は
明
暦
３
年
（
１
６
５

７
）、
髙
野
神
社
は
寛
文
３
年
（
１
６
６
３
）、
徳
守
神
社

は
寛
文
４
年（
１
６
６
４
）、鶴
山
八
幡
宮
は
寛
文
９
年（
１

６
６
９
）
と
、
中
山
神
社
が
再
建
さ
れ
て
か
ら
約
百
年
後
、

江
戸
時
代
前
半
の
わ
ず
か
12
年
の
間
に
津
山
藩
森
家
二
代

藩
主
森
長
継
に
よ
り
相
次
い
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

問
文
化
課
☎
32-
２
１
２
１

出
雲
大
社
と
中
山
神
社

写真１　最古の中山造例
　　　 　（中山神社本殿）

写真２　最古の大社造例
　　　     　（神

か も す

魂神社本殿：島根県）


